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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　両端にロボットの腕が挿入される円筒状の被保持部を有する専用シートを用いる介護方

法であって、

　ベッドに寝ている要介助者を当該ベッドの上でロボットの進入側と反対方向に体位変換

させ、同ベッドの上に前記シートを、一方の被保持部を頭部側に位置させ、他方の被保持

部を足元側に位置させて敷く手順と、

　前記シートに要介護者を寝かせる手順と、

　ロボットおよびロボットの腕を前記要介護者に対して位置決めする手順と、

　前記ロボットを前記ベッドに向けて前進させて前記腕を前記円筒状の被保持部に挿入し

て同被保持部を保持する手順と、

　前記腕を所定量上昇させる手順と、

　前記腕を所定量上昇させた状態で前記ロボットを前記ベッドから後退させる手順

とを含むことを特徴とする介護方法。

【請求項２】

　要介護者の頭部側の被保持部の高さを足元側の被保持部の高さよりも高くする手順が付

加されていることを特徴とする請求項１記載の介護方法。

【請求項３】

　走行可能とされた基部と、前記基部に配設された第１および第２昇降軸と、Ｕ字状部材

とを備え、
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　 前 記 第 １ 昇 降 軸 は 、 前 記 Ｕ 字 状 部 材 の 底 部 を 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 不 自 在 に 保 持 す る 回

動 部 材 を 有 し 、

　 前 記 第 ２ 昇 降 軸 は 、 前 記 Ｕ 字 状 部 材 の 底 部 を 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 す る 回 動

部 材 を 有 し 、

　 前 記 底 部 が 、 前 記 第 １ 昇 降 軸 の 回 動 部 材 に 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 不 自 在 に 保 持 さ れ 、 か

つ 、 前 記 第 ２ 昇 降 軸 の 回 動 部 材 に 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 さ れ て な る

こ と を 特 徴 と す る 介 護 ロ ボ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ 】

　 第 １ 昇 降 軸 に 電 力 を 供 給 す る 第 １ 電 源 と 、 第 ２ 昇 降 軸 に 電 力 を 供 給 す る 第 ２ 電 源 と が 基

部 に 配 設 さ れ て な る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 介 護 ロ ボ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ 】

　 第 １ 昇 降 軸 と 第 ２ 昇 降 軸 と の 昇 降 を 操 作 す る 操 作 盤 が 基 部 に 配 設 さ れ て な る こ と を 特 徴

す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 介 護 ロ ボ ッ ト 。 　

【 請 求 項 ６ 】

　 操 作 盤 が 第 １ 昇 降 軸 と 第 ２ 昇 降 軸 と の 中 間 部 の 後 ろ に 配 設 さ れ て な る こ と を 特 徴 す る 請

求 項 ５ 記 載 の 介 護 ロ ボ ッ ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 介 護 方 法 お よ び そ れ に 用 い る 介 護 ロ ボ ッ ト に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 介 護

者 お よ び 要 介 護 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 介 護 方 法 お よ び そ れ に 用 い る 介 護 ロ ボ ッ ト に 関 す る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に よ る 高 齢 者 や 傷 害 者 (以 下 、 要 介 護 者 と い う )の

生 活 を 支 援 が な さ れ て い る 。 要 介 護 者 の 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に よ る 生 活 支 援 に お い

て は 、 要 介 護 者 の ト イ レ 介 助 や 入 浴 介 助 の 際 に 、 ベ ッ ド か ら 車 椅 子 へ の 移 乗 、 あ る い は 車

椅 子 か ら ベ ッ ド へ の 移 乗 が な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か る に 、 か か る 移 乗 は 、 通 常 、 一 人 の 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に よ り な さ れ て い る

と こ ろ か ら 、 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に 多 大 の 負 担 を 強 い る 結 果 と な っ て い る 。 そ の た

め 、 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に は 、 腰 を 痛 め る 者 が 多 数 に 上 っ て い る 。 腰 痛 は 、 介 護 ヘ

ル パ ー な ど の 介 護 者 の 職 業 病 と ま で い わ れ る よ う に な っ て き て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の た め 、 介 護 関 係 者 か ら 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 の 負 担 、 と り わ け 移 乗 の 際 の 負 担

を 軽 減 で き る 介 護 方 法 お よ び 介 護 ロ ボ ッ ト が 熱 望 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 な お 、 特 許 文 献 １ に は 、 介 護 用 キ ャ リ ア の 提 案 が な さ れ て い る が 、 構 成 が 複 雑 で あ る た

め 、 操 作 性 に 難 点 が あ る と い う 問 題 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ６ ５ ４ ９ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 簡 易 に し て し か も 介 護 ヘ

ル パ ー な ど の 介 護 者 の 負 担 、 と り わ け 移 乗 の 際 の 負 担 を 軽 減 で き る 介 護 方 法 お よ び 介 護 ロ

ボ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 の 介 護 方 法 は 、 両 端 に ロ ボ ッ ト の 腕 が 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の 被 保 持 部 を 有 す る 専 用 シ

ー ト を 用 い る 介 護 方 法 で あ っ て 、 ベ ッ ド に 寝 て い る 要 介 助 者 を 当 該 ベ ッ ド の 上 で ロ ボ ッ

ト の 進 入 側 と 反 対 方 向 に 体 位 変 換 さ せ 、 同 ベ ッ ド の 上 に 前 記 シ ー ト を 、 一 方 の 被 保 持 部 を

頭 部 側 に 位 置 さ せ 、 他 方 の 被 保 持 部 を 足 元 側 に 位 置 さ せ て 敷 く 手 順 と 、 前 記 シ ー ト に 要 介

護 者 を 寝 か せ る 手 順 と 、 ロ ボ ッ ト お よ び ロ ボ ッ ト の 腕 を 前 記 要 介 護 者 に 対 し て 位 置 決 め す

る 手 順 と 、 前 記 ロ ボ ッ ト を 前 記 ベ ッ ド に 向 け て 前 進 さ せ て 前 記 腕 を 前 記 円 筒 状 の 被 保 持 部

に 挿 入 し て 同 被 保 持 部 を 保 持 す る 手 順 と 、 前 記 腕 を 所 定 量 上 昇 さ せ る 手 順 と 、 前 記 腕 を 所

定 量 上 昇 さ せ た 状 態 で 前 記 ロ ボ ッ ト を 前 記 ベ ッ ド か ら 後 退 さ せ る 手 順 と を 含 む こ と を 特 徴

と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 介 護 方 法 に お い て は 、 要 介 護 者 の 頭 部 側 の 被 保 持 部 の 高 さ を 足 元 側 の 被 保 持 部

の 高 さ よ り も 高 く す る 手 順 が 付 加 さ れ て い る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 介 護 ロ ボ ッ ト は 、 走 行 可 能 と さ れ た 基 部 と 、 前 記 基 部 に 配 設 さ れ た 第 １ お よ び

第 ２ 昇 降 軸 と 、 Ｕ 字 状 部 材 と を 備 え 、 前 記 第 １ 昇 降 軸 は 、 前 記 Ｕ 字 状 部 材 の 底 部 を 回 動 可

能 か つ ス ラ イ ド 不 自 在 に 保 持 す る 回 動 部 材 を 有 し 、 前 記 第 ２ 昇 降 軸 は 、 前 記 Ｕ 字 状 部 材 の

底 部 を 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 す る 回 動 部 材 を 有 し 、 前 記 底 部 が 、 前 記 第 １ 昇 降

軸 の 回 動 部 材 に 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 不 自 在 に 保 持 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ２ 昇 降 軸 の 回 動 部

材 に 回 動 可 能 か つ ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 介 護 ロ ボ ッ ト に お い て は 、 第 １ 昇 降 軸 に 電 力 を 供 給 す る 第 １ 電 源 と 、 第 ２ 昇 降

軸 に 電 力 を 供 給 す る 第 ２ 電 源 と が 基 部 に 配 設 さ れ て な る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 介 護 ロ ボ ッ ト に お い て は 、 第 １ 昇 降 軸 と 第 ２ 昇 降 軸 と の 昇 降 を 操 作 す る

操 作 盤 が 基 部 に 配 設 さ れ て な る の が 好 ま し い 。 そ の 場 合 、 操 作 盤 が 第 １ 昇 降 軸 と 第 ２ 昇 降

軸 と の 中 間 部 の 後 ろ に 配 設 さ れ て な る の が さ ら に 好 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 前 記 の 如 く 構 成 さ れ て い る の で 、 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 車 椅 子 な ど へ の 移 乗 の

際 に 、 介 護 者 が 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 持 ち 上 げ る 必 用 が な く な る た め 、 介 護 者 の 負 担 が 軽

減 さ れ る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 介 護 方 法 に よ る 介 護 の 手 順 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 介 護 ロ ボ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 ロ ボ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 ロ ボ ッ ト の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 Ｕ 字 状 部 材 の 保 持 部 の 一 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 同 (ａ )は 固 定 部 を 示 し 、 同 (ｂ )は

ス ラ イ ド 部 を 示 す 。

【 図 ６ 】 操 作 盤 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 専 用 シ ー ト の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 専 用 シ ー ト の 被 保 持 部 の 変 形 例 の 概 略 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 概 要

　 本 発 明 の 介 護 方 法 は 、 介 護 ロ ボ ッ ト に よ り 概 略 次 の よ う な 手 順 に よ り ベ ッ ド に 寝 て い る
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要 介 護 者 の 車 椅 子 な ど へ の 移 乗 を 支 援 す る も の で あ る 。 つ ま り 、 車 椅 子 な ど へ の 移 乗 を 移

乗 支 援 ロ ボ ッ ト (介 護 ロ ボ ッ ト )に よ り な す も の で あ る 。 な お 、 以 下 の 操 作 は 介 護 者 に よ り

な さ れ る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 手 順 １ ： ベ ッ ド に 寝 て い る 要 介 護 者 を 当 該 ベ ッ ド の 上 で 移 乗 支 援 ロ ボ ッ ト (以 下 、 単 に

ロ ボ ッ ト と い う )の 進 入 側 と 反 対 方 向 に 体 位 変 換 を さ せ 、 つ ま り 体 全 体 を 半 分 起 こ し た 状

態 と し て ベ ッ ド の 端 付 近 に 専 用 シ ー ト を 敷 く (図 １ （ ａ ） 参 照 )。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 手 順 ２ ： 要 介 護 者 の 体 位 を 元 に 戻 し て 要 介 護 者 を 専 用 シ ー ト に 寝 か せ た 後 、

ロ ボ ッ ト を 前 進 さ せ て ベ ッ ド に 進 入 さ せ 、 そ の ア ー ム (腕 )で 専 用 シ ー ト を 保 持 す る (図 １

（ ｂ ） 参 照 )。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 手 順 ３ ： 専 用 シ ー ト を 持 ち 上 げ る 。 つ ま り 、 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 浮 か せ る (図 １ 　 （

ｃ ） 参 照 )。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 手 順 ４ ： ロ ボ ッ ト を 後 退 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド 脇 に 移 動 さ せ る (図 １ （ ｄ ） 参 照 )。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 し か し て 、 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 車 椅 子 な ど へ 移 乗 す る 際

に お け る 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 図 を 参 照 し な が ら 、 ロ ボ ッ ト の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 後 方 向 に 走 行 自 在 と さ れ た 基 部 Ｂ と 、 基 部

Ｂ に 立 設 さ れ た 第 １ 昇 降 軸 １ と 、 基 部 Ｂ に 第 １ 昇 降 軸 １ に 一 定 の 間 隔 を 設 け て 立 設 さ れ た

第 ２ 昇 降 軸 ２ と 、 第 １ 昇 降 軸 １ の 上 端 部 に 装 着 さ れ た 主 回 動 部 材 ３ と 、 第 ２ 昇 降 軸 ２ の 上

端 部 に 装 着 さ れ た 従 回 動 部 材 ４ と 、 主 回 動 部 材 ３ に ス ラ イ ド 不 自 在 に 装 着 さ れ 、 か つ 従 回

動 部 材 ４ に ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 さ れ た Ｕ 字 状 部 材 ５ と 、 駆 動 用 電 源 ６ と 、 操 作 盤 １ ０ と を

主 要 構 成 要 素 と し て 備 え て な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 基 部 Ｂ は 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 両 端 部 に 走 行 部 材 ２ ０ が 平 行 に 装 着 さ れ 、 同

走 行 部 材 ２ ０ に よ り 前 後 方 向 に 走 行 可 能 と さ れ て い る 。 走 行 部 材 ２ ０ は 、 両 端 部 に キ ャ ッ

プ が 装 着 さ れ た パ イ プ ２ １ の 両 端 部 に 走 行 車 輪 ２ ２ が 装 着 さ れ て な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 な お 、 走 行 車 輪 ２ ２ は パ イ プ ２ １ に 旋 回 自 在 に 装 置 さ れ て も よ い 。 そ う す る こ と に よ り

、 ロ ボ ッ ト Ｒ は 前 後 の み な ら ず 左 右 に も 走 行 可 能 と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 １ 昇 降 軸 １ お よ び 第 ２ 昇 降 軸 ２ は 、 例 え ば 電 動 シ リ ン ダ ー か ら な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 Ｕ 字 状 部 材 ５ は 、 底 部 ５ ａ と 底 部 ５ ａ か ら 突 出 さ せ ら れ て い る 腕 ５ ｂ と を 含 む も の と さ

れ 、 底 部 ５ ａ は 主 回 動 部 材 ３ お よ び 従 回 動 部 材 ４ に 前 述 し た よ う 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、

両 腕 ５ ｂ ， ５ ｂ の 間 隔 は 、 専 用 シ ー ト ３ ０ の 端 部 に 設 け ら れ て い る 被 保 持 部 ３ １ (図 ７ 参

照 )の 間 隔 と 一 致 さ せ ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ５ に 、 固 定 部 お よ び ス ラ イ ド 部 の 一 例 を 示 す 。 固 定 部 に お い て は 、 底 部 ５ ａ は 図 ５ （

ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 昇 降 軸 １ の 上 端 部 に 装 着 さ れ た 主 回 動 部 材 ３ の 把 持 部 ３ ａ に よ り

把 持 さ れ て ス ラ イ ド 不 自 在 と さ れ る 。 一 方 、 ス ラ イ ド 部 に お い て は 、 底 部 ５ ａ は 図 ５ （ ｂ

） に 示 す よ う に 、 第 ２ 昇 降 軸 ２ の 上 端 部 に 装 着 さ れ た 従 回 動 部 材 ４ の ス ラ イ ド 部 ４ ａ に 挿

通 さ せ て ス ラ イ ド 自 在 と さ れ る 。 な お 、 図 中 、 符 号 ４ ｂ は ロ ー ラ ー ベ ア リ ン グ を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 駆 動 用 電 源 ６ は 、 例 え ば バ ッ テ リ ー と さ れ 、 こ れ に よ り ロ ボ ッ ト Ｒ を い わ ゆ る コ ー ド レ
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ス と す る こ と が で き る 。 ま た 、 駆 動 用 電 源 ６ は 、 第 １ 昇 降 軸 １ を 駆 動 す る 第 １ 駆 動 用 電 源

６ Ａ と 、 第 ２ 昇 降 軸 ２ を 駆 動 す る 第 ２ 駆 動 用 電 源 ６ Ｂ と を 含 む も の と さ れ 、 第 １ 昇 降 軸 １

と 第 １ 駆 動 用 電 源 ６ Ａ と は 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 第 ２ 昇 降 軸 ２ と 第 ２ 駆 動 用 電 源 ６ Ｂ と は 電

気 的 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 操 作 盤 １ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 駆 動 用 電 源 ６ Ａ を オ ン オ フ す る 第 １ 駆 動 用 電 源

ス イ ッ チ １ １ と 、 第 ２ 駆 動 用 電 源 ６ Ｂ を オ ン オ フ す る 第 ２ 駆 動 用 電 源 ス イ ッ チ １ ２ と 、 第

１ 昇 降 軸 １ を 上 昇 さ せ る 第 １ 上 昇 用 ボ タ ン １ ３ と 、 第 １ 昇 降 軸 １ を 下 降 さ せ る 第 １ 下 降 用

ボ タ ン １ ４ と 、 第 ２ 昇 降 軸 ２ を 上 昇 さ せ る 第 ２ 上 昇 用 ボ タ ン １ ５ と 、 第 ２ 昇 降 軸 ２ を 下 降

さ せ る 第 ２ 下 降 用 ボ タ ン １ ６ と を 有 す る も の と さ れ る 。 操 作 盤 １ ０ は 、 例 え ば 、 第 １ 昇 降

軸 １ と 第 ２ 昇 降 軸 ２ と の 中 間 部 の 後 ろ に 配 設 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ７ に 、 専 用 シ ー ト ３ ０ の 一 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 専 用 シ ー ト ３ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 両 端 に ロ ボ ッ ト Ｒ の 腕 ５ ｂ が 挿 入 さ れ る 円 筒 状

の 被 保 持 部 ３ １ を 有 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 被 保 持 部 ３ １ は 、 基 材 ３ ２ と 基 材 ３ ２ の 外 側 に 配 設 さ れ た ク ッ シ ョ ン 性 を 有 す る 素 材 か

ら な る ク ッ シ ョ ン 層 ３ ３ と 、 合 成 樹 脂 シ ー ト か ら な る 表 層 ３ ４ と か ら な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 次 に 、 か か る 構 成 と さ れ た ロ ボ ッ ト Ｒ に よ る 要 介 護 者 の 移 乗 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 手 順 １ １ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 適 宜 移 動 さ せ 、 Ｕ 字 状 部 材 ５ の 両 腕 ５ ｂ ， ５ ｂ を 専 用 シ ー ト ３

０ の 両 端 部 に 設 け ら れ た 被 保 持 部 ３ １ の 位 置 に 位 置 合 わ せ す る 。 こ の 場 合 、 第 １ 昇 降 軸 １

が 要 介 護 者 の 頭 に 近 く な る よ う ロ ボ ッ ト Ｒ の 位 置 合 わ せ を す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 手 順 １ ２ ： 操 作 盤 １ ０ の ボ タ ン を 適 宜 押 下 し て Ｕ 字 状 部 材 ５ の 両 腕 ５ ｂ ， ５ ｂ の 高 さ を

、 要 介 護 者 が 寝 か さ せ て い る 専 用 シ ー ト ３ ０ の 両 端 部 に 設 け ら れ た 被 保 持 部 ３ １ ， ３ １ の

高 さ に 合 わ せ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 手 順 １ ３ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 前 進 さ せ て Ｕ 字 状 部 材 ５ の 両 腕 ５ ｂ ， ５ ｂ を そ れ ぞ れ 専 用 シ ー

ト ３ ０ の 両 端 部 に 設 け ら れ た 被 保 持 部 ３ １ ， ３ １ に 挿 入 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 手 順 １ ４ ： 第 １ 上 昇 用 ボ タ ン １ ３ お よ び 第 ２ 上 昇 用 ボ タ ン １ ５ を 押 下 し て Ｕ 字 状 部 材 ５

の 両 腕 ５ ｂ ， ５ ｂ を ベ ッ ド か ら 所 定 の 高 さ と す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 手 順 １ ５ ： ロ ボ ッ ト Ｒ を 後 退 さ せ て ロ ボ ッ ト を ベ ッ ド か ら 離 す 。 つ ま り 、 要 介 護 者 を ベ

ッ ド 脇 に 移 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 手 順 １ ６ ： 介 護 者 を 要 介 護 者 の 足 元 側 に 位 置 さ せ た 状 態 で 、 第 １ 上 昇 用 ボ タ ン １ ３ を 適

宜 押 下 し て 要 介 護 者 の 頭 を 高 く す る と と も に 、 要 介 護 者 を 介 護 者 に 預 け る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 手 順 １ ７ ： 介 護 者 は 要 介 護 者 を 、 例 え ば 車 椅 子 に 移 乗 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の ロ ボ ッ ト Ｒ に よ れ ば 、 介 護 者 が 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 持 ち 上

げ る 必 用 が な く な り 、 介 護 者 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 例 え ば 、 介 護 者 の 職 業 病 と 称 さ れ る 腰

痛 の 解 消 が 図 ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 の み に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 改 変 が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】

　 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 専 用 シ ー ト ３ ０ の 被 保 持 部 ３ １ の ロ ボ ッ ト Ｒ の 腕 ５ ｂ が 挿

入 さ れ る 側 に ラ ッ パ 状 の 案 内 部 ３ ２ ａ を 形 成 す る よ う に さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 力 は ロ ボ ッ ト が 保 持 す る バ ッ テ リ ー に よ り な さ れ る よ う に さ

れ て い る が 、 コ ー ド に よ り 商 用 電 源 か ら 電 力 が 供 給 さ れ る よ う に さ れ て も よ い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 本 発 明 は 、 介 護 産 業 に 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 Ｂ 　 　 　 基 部

　 Ｒ 　 　 　 ロ ボ ッ ト

　 １ 　 　 　 第 １ 昇 降 軸

　 ２ 　 　 　 第 ２ 昇 降 軸

　 ３ 　 　 　 主 回 動 部 材

　 ３ ａ 　 　 把 持 部

　 ４ 　 　 　 従 回 動 部 材

　 ４ ａ 　 　 ス ラ イ ド 部

　 ４ ｂ 　 　 ロ ー ラ ー ベ ア リ ン グ

　 ５ 　 　 　 Ｕ 字 状 部 材

　 ５ ａ 　 　 底 部

　 ５ ｂ 　 　 腕

　 ６ 　 　 　 電 源

１ ０ 　 　 　 操 作 盤

１ １ 　 　 　 第 １ 駆 動 用 電 源 ス イ ッ チ

１ ２ 　 　 　 第 ２ 駆 動 用 電 源 ス イ ッ チ

１ ３ 　 　 　 第 １ 上 昇 用 ボ タ ン

１ ４ 　 　 　 第 １ 下 降 用 ボ タ ン

１ ５ 　 　 　 第 ２ 上 昇 用 ボ タ ン

１ ６ 　 　 　 第 ２ 下 降 用 ボ タ ン

２ ０ 　 　 　 走 行 部 材

２ １ 　 　 　 パ イ プ

２ ２ 　 　 　 走 行 車 輪

３ ０ 　 　 　 専 用 シ ー ト

３ １ 　 　 　 被 保 持 部

３ ２ 　 　 　 基 材

３ ２ ａ 　 　 案 内 部

３ ３ 　 　 　 ク ッ シ ョ ン 層

３ ４ 　 　 　 表 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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